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SUMMARY OF EXECUTION AND RESULTS 

テスト実 験内容  

1 .  T PC検 出 器の位置 分解能・ 2粒子飛跡 分解能・ 粒子同定 測定実験  

2 .  HB D検出 器の電子 同定実験  

テスト実 験結果  

1 .  T PCの 位 置分解能 は C F4ガス を用いた とき、ド リフト長 3 0c mで 、x軸方向で 1 40μ m、

y軸 方向で 560μ mで あった。  

2 .  HB Dは 1入 射電子あ たり 30  –  4 0個の光電 子を観測 でき、π 中間子の 除去率は 約 100

であった 。  

3 .  位置検出 用に使用 したシリ コンスト リップ検 出器によ り、ビー ムの中心 の高さが

約 167c mで あること がわかっ た。  

EXECUTED MACHINE TIME,  BEAM  CONDITION,  DOWN TIME e t c .  
EXECUTED M ACHINE TIME :  2004 /05 /1 9  17 :0 0  –  2004 /05 /27  01 :00  (20 04 /05 /2 4  0 1 :00  –  

2004 /05 /24  17 :00は加 速器スタ ディ )の 20シフトで 、そのう ち約 120時 間データ 収集を 行

なった。  

BEAM  CONDITION :  問題は な かった。  

DOWN TIME :  2004/05/26 20:30から実験終了時まで DOWN TIMEであった。  

COMMENTS :  なし  

 


